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第９期鳥栖市高齢者福祉計画（案）に対する 

パブリック・コメントにおける意見・質問及び回答（案） 

 

 

１ 意見募集期間 

  令和３年１月５日（火）から令和３年２月５日（金）まで 

 

２ パブリック・コメントにおける意見・質問の件数 

  ４人の個人から計１７件の意見及び質問が寄せられた。 

 

３ 意見・質問の内容及び回答（案） 

  次のとおり 

 

１ 該当項目 Ｐ１１ 鳥栖市の人口構造 

意見・質問の内容 回答（案） 

グラフにある（住民基本台帳 各年 10 月 1 日現

在）は、（住民基本台帳 令和 2 年 10 月 1 日現在）

ではないのか？ 

ご意見のとおり、（住民基本台帳 令和 2 年 10 

月 1 日現在）です。資料を修正いたします。 

 

 

２ 該当項目 Ｐ１３ （３）総人口・高齢者人口の将来推計 

意見・質問の内容 回答（案） 

「※将来人口は、性別・１歳別のコーホート変化

率法による推計です。」のコーホート変化率法の意味

説明が必要ではないでしょうか。 

本計画Ｐ９７以降の資料編に掲載いたしま

す。 

 

 

３ 該当項目 Ｐ２０ ③趣味・生きがい 

意見・質問の内容 回答（案） 

鳥栖市(n=1,082)との記載がありますが、鳥栖市全

体(n=1,082)とする必要はないでしょうか。 

これ以降、全てのグラフについても同様に。 

グラフの表記について、「佐賀県全体」から「佐

賀県」との記載に変更します。 

以下、全てのグラフについても同様に変更しま

す。 

 

資料１ 
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４ 該当項目 Ｐ４６ 基本目標 

意見・質問の内容 回答（案） 

地域包括ケアシステムの 5 つの構成要素として、

「医療・介護・介護予防・住まい・生活支援」とあ

りますが、視点は 6 つとなっており「社会参加」を

構成要素に追加して６つの構成要素とできないでし

ょうか。 

また、基本目標に「認知症高齢者支援と」追加し

てはどうでしょうか。 

 地域包括ケアシステムの５つの構成要素「医

療・介護・介護予防・住まい・生活支援」は、

国の考え方に基づくものです。本計画策定の視

点につきましては、「介護予防」につながる日常

的な「社会参加」についても重点を置くことと

し設定しております。 

また、基本目標３「地域における多職種連携

の推進」については、専門的な支援を要する多

様な高齢者の支援を多職種連携により充実する

という趣旨のものです。その多様な高齢者につ

いては、「認知症高齢者」も含むものとし設定し

ております。 

 

５ 該当項目 Ｐ４９ 成果・効果を表す指標 

意見・質問の内容 回答（案） 

協議体は住民主体の支え合い活動を推進するため

に、住民主体で話し合いや活動をするところと認識

しております。 

視点６《専門職種との連携強化》いう捉え方より

は、「基本目標２ 住み慣れた地域での生活継続と自

立支援の推進」の、視点３《地域の支え合い》新し

い生活支援サービスの創出 の項目に入るのではな

いでしょうか？ 

 ご意見のとおり、協議体は《地域の支え合い》

に該当する内容が多いことから、視点６《専門

職種との連携強化》から視点３《地域の支え合

い》に変更いたします。 

 

６ 該当項目 Ｐ５５ 路線バス及びミニバス運賃助成事業（高齢者福祉乗車券） 

意見・質問の内容 回答（案） 

「ミニバスの運行により、交通空白地域への対応

を図ります。」と、鳥栖市のいろいろな計画で取り上

げられていますが。空白地帯は、「バス停から半径 

300m 圏内及び鉄道駅から半径 500m 圏内から漏

れるところで、集落の集積が認められる一帯のエリ

ア。」と説明されています。 

本市の交通空白地域は「バス停から半径 300m 

及び鉄道駅から半径 500m を超える区域で、集

落の集積が認められる一帯のエリア」と定義し

ており、基準を設けたうえで公共交通でカバー

する範囲を設定しております。 

ご指摘のように交通空白地域以外の地域でも
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市内路線バスの河内線において、神辺地区への運

行数は、神辺経由の鳥栖駅行きが朝の 7 時台の 1 本

のみ、鳥栖駅から神辺経由は朝の 7 時台と夕方 3 時

台 5 時台の 3 本/日のみなのに、路線バスが運行され

ているから、空白地帯ではないと判断されているの

であれば、この地域住民(交通弱者)は公共交通とし

て何があるのでしょうか。[移動の実態として日常的

な外出(買い物、病院など)の出発する時間帯は 10 時

台が最も多かった。] 

交通弱者等の移動手段確保のため、利便性の良い

ダイヤの改善と空白地帯の考え方の見直し等を図っ

てもらいたい。(麓線の下野地区も同様です。) 

市の財政政策として、「集落の集積が認められる一帯

のエリア。」とされているのでしょうが、過疎化が進

んでいる集落こそ高齢者が多いため、人口密度だけ

で判断されないようにお願いします。 

 

移動にお困りの方がいらっしゃることは承知し

ております。しかしながら運行車両・運転士の

確保や費用の面からも公共交通でカバーできる

範囲に限界があるのも事実でありますので、そ

ういった地域の皆様のお声に耳を傾けながら、

今後の対策について検討していくことが必要で

あると考えております。 

 

７ 該当項目 Ｐ５９ 資源回収奨励金交付 

意見・質問の内容 回答（案） 

R2 年度の回収量が低下している要因はなんで

しょうか。 

R3年度では、団体数が一つ増えただけで、回収

量が 91000kgも増加するのでしょうか。 

Ｒ２年度（見込み）の大幅な低下については、

新型コロナウイルスの影響により、資源回収団

体が活動を控えられていることが要因であると

考えられます。 

Ｒ３年度以降の目標値については、通常の資

源回収活動が実施されていたＲ元年度の回収量

から目標値を設定しております。 

 

８ 該当項目 Ｐ６４，６５ 介護予防サポーター養成事業 

意見・質問の内容 回答（案） 

表にある介護予防サポーター養成人数、新規認定

者数の定義を教えてください。 

 介護予防サポーター養成人数は、年間の講座

受講延べ人数となります。 

 新規認定者数は、介護予防の基礎的な知識習

得のための４つの講座と実習を終了し、認定を

受けた人数となります。 
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９ 該当項目 Ｐ６８ 高齢者食生活改善 

意見・質問の内容 回答（案） 

高齢者だけに焦点を当てるのではなく、鳥栖市に

住む全世代が能動的に利用者若しくは主催者として

参加することが必要であると考える。例として、高

齢者食生活改善を鳥栖市の飲食店とコラボレーショ

ンしてはどうか。食生活改善推進委員と飲食店で考

えた料理を教室で開催することで、多くの世代の参

加者を取り込めると考える。また、その企画をＳＮ

Ｓを用いて配信してはどうか？ 

食生活改善推進員は地域に根差した食のボラ

ンティア活動を、全国的に取り組んでいる団体

です。活動テーマは減塩と野菜摂取量増加に力

をいれており、ライフステージに合わせ、夏休

み健康料理教室、親子の食育教室、世代別に取

り組む生活習慣病予防のためのスキルアップ事

業、介護予防教室など行っています。 

なお、佐賀県のホームページには“食改さん

の野菜料理”というレシピ集が公開されている

ため、飲食店にもこのレシピ集を活用していた

だければと思います。 

また、現在も介護予防事業につきましては、

様々な医療・介護・福祉の多職種と連携を図り

事業を推進しておりますが、医療・介護・福祉

の垣根を超え、様々な企業とのコラボレーショ

ンも実現できるよう検討してまいります。 

 

 

１０ 該当項目 Ｐ７５ 生活支援サービス事業 

意見・質問の内容 回答（案） 

介護保険や障害福祉サービスのサポートを受けて

いるが、それらのサービスではカバーすることがで

きない支援についての提案。 

 なお、イメージとしては春日井市社会福祉協議会

の事業として行われている「ちょっとお助けサービ

ス事業」を参考に提案しました。 

 現在、公的なサービスだけでは支援できない

部分については、民間サービスやシルバー人材

センター等のサービスが提供されています。 

 ご意見として承り、今後の事業の参考とさせ

ていただきます。 
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１１ 該当項目 Ｐ７８ 緊急通報システム事業 

意見・質問の内容 回答（案） 

一人暮らし高齢者と警備会社との通報システムに

ついて、広報活動はされているのでしょうか。市か

ら助成金とかあるのでしょうか。 

緊急通報システム事業につきましては、市ホ

ームページに掲載するとともに関係機関と連携

を図りながら、緊急通報システムを必要とする

方に事業のご案内をさせていただいておりま

す。 

また、緊急通報システム事業は、電話回線の

基本使用料及び緊急通報システムの使用により

発生する通話料金のみご利用者様に負担いただ

いております。 

 

１２ 該当項目 Ｐ８３ 災害時への備え 

意見・質問の内容 回答（案） 

避難場所を認知していない高齢者も一定数おられ

るため、水害や土砂災害の発生する梅雨前に高齢者

に対して、鳥栖市洪水・土砂災害ハザードマップを

活用した災害に関する基礎知識や情報収集の方法、

災害への備え(避難場所確認)や災害発生時の心得、

気象庁が出す避難関連警報等の周知の強化のために

地区(町)ごとに勉強会を実施してはどうでしょう

か。町ごとに開催することで、自分が住んでいる場

所に絞った説明内容となるため、危険な場所、避難

ルート等が身近に感じ取れるのではないでしょう

か。またここで、防災ラジオの普及率を上げるため

配布の説明をしたらどうでしょうか。 

ハザードマップを活用した災害への備えや危

険個所の周知については、出前講座や町区の自

主防災訓練の場を活用して行っており、今後も

機会をとらえて実施して参りたいと考えており

ます。あわせて、防災ラジオに関しても、土砂

災害警戒区域に位置する世帯等、必要な方に行

き届くよう普及に努めて参りたいと考えており

ます。 

 

１３ 該当項目 Ｐ８５ 認知症カフェ事業 

意見・質問の内容 回答（案） 

認知症カフェ事業について、どのような支援をさ

れるのか漠然としている。たとえば、支援する団体

の目標値や認知症カフェの設置数など、数値化すれ

ば分かりやすいと思います。 

 認知症カフェ事業については、認知症推進委

員と連携を図り、取組を行う団体を見える化す

ることで、必要とされる人と場所をつなぎたい

と考えます。団体についても、広報活動を通じ

て、事業のサポートを図りたいと考えます。 
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１４ 該当項目 その他（介護予防） 

意見・質問の内容 回答（案） 

フレイルには身体的、心理・精神的、社会的な要

素で構成されています。 

鳥栖市で開催されている健康・介護予防・趣味に関

わる活動を認知・社会・身体的フレイルのいずれか

に分類し、「今ある種々の活動が本来持っている魅力

をフレイル予防の観点から際立たせる」という考え

方で進めてはどうか？ 

また、参加前と一定の時点で、エビデンスとして

使用されている評価項目を用いてフレイル評価を行

うことで、利用者の参加目的の明確化や活動継続が

はかれるのではないか？ 

本市で行っている一般介護予防事業は、各事

業ともフレイルの３要素を取り入れた事業プロ

グラムとなるよう構成しております。したがっ

て、いずれかに分類するということは困難であ

りますが、３つの視点で介護予防事業を実施し

ていることを周知することは、参加することへ

の目的意識の向上にも繋がるのでは、とのご提

案は、今後の事業広報の参考にさせていただき

ます。 

また評価については、どの事業においても参

加前後で介護予防のエビデンス（根拠）に基づ

き、同じ評価項目を用いて行っております。利

用者が継続して取り組める意欲を引き起こさせ

るような工夫ある事業プログラムや、より効果

的なフィードバックの仕方を検討してまいりま

す。 

 

１５ 該当項目 その他（介護予防） 

意見・質問の内容 回答（案） 

鳥栖市で開催されている健康・介護予防・趣味に

関わる活動を自宅でも活動できるように動画として

撮影し、YouTube などのソーシャルネットワークサ

ービス（SNS）を活用して配信してどうか？ 

 本市では、市内の理学療法士・作業療法士の

協力のもと、介護予防を目的とした市オリジナ

ルの体操（とすっこ体操）を作成し、通いの場

等での普及に取り組んでおります。今般のコロ

ナ禍において、フレイル予防として自宅でも体

操に取り組めるようにと、市 HP 及び YouTube

への動画配信と市ケーブルテレビ（はっぴとす

ビジョン）での放映をいたしました。また、厚

生労働省 HP や厚生労働省が開設した「地域が

いきいき 集まろう！通いの場」特設 Web サイ

ト、佐賀県後期高齢者医療広域連合 HP にも掲

載し、より多くの高齢者が取り組めるよう周知

を図っています。しかし、動画を閲覧できない

高齢者もいることから、紙面による配布も実施

し、普及啓発に努めております。 
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１６ 該当項目 その他（介護予防） 

意見・質問の内容 回答（案） 

高齢者の中には、「介護」という言葉に抵抗を感じ

られる方が多い印象を受けます。介護予防のためで

はなく、「楽しい」「健康維持・増進」したいと参加

される中で、自然と予防ができている流れをつくる

ことが必要だと考えます。幅広い世代にも受け入れ

られるネーミングに変更し、様々な世代を取りこめ

れば、魅力的で継続的な予防の取組が行われるので

はないか？ 

 高齢者は「介護」という言葉に敏感になる世

代であり、配慮すべき点であると思います。本

計画の基本目標１には、介護予防も含めて、「健

康づくりの推進」としておりますので、制度上

「一般介護予防事業」と使う部分もあるかと思

いますが、広報する際などは誰にでも受け入れ

られるネーミングを考慮したいと思います。 

 

 

１７ 該当項目 その他（介護予防） 

意見・質問の内容 回答（案） 

介護予防教室に対し、低額の参加費を設けること

で主催者側の活動継続・質の向上につながらないか。

また、参加者にとっても参加目的に強調がつながる

可能性があると思います。また、新規の方を一緒に

連れて来られた参加者については、参加費を割引す

ることで、参加者の増加を見込めると考える。 

 介護予防教室の中には、昼食代のみ実費負担

としている事業はあります。市の介護予防事業

で無料だからと参加している方もおられ、参加

費を設けることで利用者が減少することも見込

まれます。どなたでも気軽に介護予防教室に参

加してもらうためにも、参加費の導入は現在の

ところ検討しておりません。 

 新規参加者を紹介した方へのインセンティブ

は、参加者を増やすための良好な手法と考え、

今後検討してまいります。 

 


